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漁船漁業技能実習生に
労働関係法令講習を実施
〈鹿児島〉
各自治体へ海運・船員の
政策諸課題に関する申し入れ
〈東北・新潟〉

3 面

4 面

関
東
地
方
支
部

　
関
東
地
方
支
部
は
１
月
６
日
か

ら
始
ま
っ
た
大
衆
討
議
期
間
中
、

訪
船
や
集
会
で
外
航
・
内
航
・
沿

海
・
港
湾
・
水
産
そ
れ
ぞ
れ
の
部

門
の
意
見
を
集
約
し
、
現
場
と
執

行
部
間
の
意
思
疎
通
と
共
通
認
識

を
図
っ
た
。
令
和
８
年
度
労
働
協

の
で
は
な
い
か
。
特
に
船
長
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
（
水
先
人
）
へ
の
流
出

が
増
え
て
い
る
。
足
り
な
い
人
員

を
外
国
人
船
員
で
埋
め
て
い
る

が
、
文
化
の
違
い
を
感
じ
る
こ
と

が
多
い
。

▽
イ
ン
フ
レ
率
に
耐
え
ら
れ
る
よ

う
な
ベ
ア
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

船
員
と
い
う
職
業
の
価
値
を
高
め

ア
ッ
プ
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

▽
賃
金
は
船
員
の
大
き
な
魅
力
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
船
員
の
本

給
に
つ
い
て
、
陸
上
と
比
べ
ま
だ

高
い
と
は
思
わ
な
い
。
陸
上
の
ベ

ア
に
負
け
な
い
よ
う
、
引
き
続
き

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

▽
若
手
の
た
め
に
昨
年
よ
り
も
手

取
り
が
増
え
る
よ
う
、
ベ
ア
の
継

続
と
、
年
間
臨
時
手
当
が
改
定
さ

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

▽
乗
船
期
間
が
守
ら
れ
ず
内
航
船

員
が
定
着
し
な
い
の
で
、
長
期
乗

船
慰
労
金
の
要
求
は
踏
み
込
ん
だ

良
い
要
求
で
あ
り
、
勝
ち
取
っ
て

も
ら
え
る
事
に
期
待
す
る
。

沿
海
部
門
（
主
な
意
見
）

▽
昨
年
に
引
き
続
き
、
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
は
生
活
の
要
と
な
る
の
で
、

交
渉
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

▽
三
年
連
続
の
満
額
回
答
で
あ
り

な
が
ら
、
物
価
上
昇
に
伴
い
そ
の

恩
恵
を
感
じ
づ
ら
い
。
若
年
層
に

魅
力
の
あ
る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
お

願
い
し
た
い
。

▽
長
期
間
改
定
さ
れ
て
い
な
い
航

海
日
当
や
旅
費
規
定
の
日
当
な
ど

を
改
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

港
湾
部
門
（
主
な
意
見
）

▽
経
験
加
給
職
別
の
頭
打
ち
に
つ

い
て
改
善
し
て
ほ
し
い
。

▽
人
材
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
、
待

遇
の
改
善
を
求
め
る
。
中
間
層
が

流
出
し
て
お
り
、
本
船
は
若
い
人

が
多
い
。
そ
の
た
め
、
一
部
の
ベ

テ
ラ
ン
乗
組
員
に
負
担
が
強
く
か

か
っ
て
い
る
。

▽
定
年
引
き
上
げ
、
標
令
加
算
、

退
職
金
積
み
立
て
の
改
善
を
求
め

た
い
。

約
改
定
要
求
案
に
対
す
る
主
な
意

見
・
要
望
は
次
の
通
り
。

外
航
部
門
（
主
な
意
見
）

▽
今
年
度
も
統
一
方
針
と
し
て
、

月
例
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求
め
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
了
解
し
た
。

▽
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
た
せ
る
た
め

に
も
っ
と
大
幅
に
上
げ
て
も
い
い

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
世
の
中

全
体
に
ベ
ア
の
風
潮
が
あ
り
、
上

が
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
船
員
の

魅
力
を
キ
ー
プ
で
き
る
よ
う
ベ
ア

を
お
願
い
す
る
。

内
航
部
門
（主
な
意
見
）

▽
物
価
上
昇
な
ど
で
実
質
賃
金
も

目
減
り
し
て
い
る
た
め
、
ベ
ー
ス

水
産
部
門
（
主
な
意
見
）

▽
標
令
55
歳
以
降
の
経
歴
加
算
に

つ
い
て
引
き
続
き
改
善
の
た
め
に

尽
力
し
て
欲
し
い
。

▽
ベ
ア
に
つ
い
て
物
価
上
昇
に
見

合
っ
た
賃
金
改
定
を
願
う
。

▽
宿
泊
料
は
実
情
に
即
し
た
見
直

し
が
必
要
で
あ
る
。

▽
食
料
金
は
物
価
高
の
影
響
を
強

く
受
け
て
い
る
の
で
改
善
が
必

要
。

▽
手
荷
物
運
搬
料
に
つ
い
て
は
、

基
準
を
超
過
し
た
分
を
支
給
す
る

と
い
う
文
言
を
追
加
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
。

《
関
東
地
方
支
部
＝
発
信
》

　
２
０
２
６
年
度
の
労
働
協
約
改
定
に
向
け
て
、
１
月
６
日
〜
２
月
16
日
ま
で
を
大
衆
討
議
期
間
と
し
て
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

の
全
国
各
地
で
、
現
場
組
合
員
の
声
を
意
見
集
約
し
た
。
今
年
の
春
闘
は
海
運
・
水
産
産
業
、
そ
し
て
陸
上
の
一
般
企
業
も
含
め
、

昨
年
か
ら
続
く
物
価
高
騰
か
ら
生
活
を
守
る
た
め
の
厳
し
い
交
渉
が
予
想
さ
れ
る
。

　
大
衆
討
議
期
間
中
は
、
全
国
各
地
で
の
担
当
訪
船
や
現
場
集
会
で
、
要
求
案
に
対
す
る
現
場
組
合
員
の
意
見
集
約
を
図
っ
た
。
外

航
、
大
型
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船
、
内
航
二
団
体
、
全
内
航
、
港
湾
部
門
は
「
船
員
し
ん
ぶ
ん
」
の
号
外
を
配
布
、
水
産
部
門
な

ど
は
各
支
部
か
ら
要
求
案
が
現
場
に
付
さ
れ
た
。
労
働
協
約
改
定
要
求
に
は
、
各
現
場
組
合
員
の
声
・
意
見
が
反
映
さ
れ
る
。

訪
船
や
集
会
で
組
合
員
の
意
見
を
集
約

訪
船
や
集
会
で
組
合
員
の
意
見
を
集
約

横浜曳船三社現場集会（関東地方支部）横浜曳船三社現場集会（関東地方支部）横浜曳船三社現場集会（関東地方支部）

日本海洋事業日本海洋事業日本海洋事業協同商船（君津丸）協同商船（君津丸）協同商船（君津丸）

東海汽船（橘丸）東海汽船（橘丸）東海汽船（橘丸） 横浜曳船三社（千葉・現場集会）横浜曳船三社（千葉・現場集会）横浜曳船三社（千葉・現場集会）

2026
海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘 現場の声を要求に！現場の声を要求に！



2026年（令和８年）２月15日　　（2）第 3109 号 （第３種郵便物認可）

株式会社カネシメイチ株式会社カネシメイチ株式会社カネシメイチ

遠洋カツオ一本釣り漁船遠洋カツオ一本釣り漁船
第18亀洋丸が出港第18亀洋丸が出港

　
１
月
13
日
、
静
岡
県
の
焼
津
港

か
ら
株
式
会
社
カ
ネ
シ
メ
イ
チ
の

新
造
船
・
遠
洋
カ
ツ
オ
一
本
釣
り

漁
船
「
第
18
亀
洋
丸
」
が
出
港
し

た
。
株
式
会
社
カ
ネ
シ
メ
イ
チ

は
、
気
仙
沼
市
内
で
唯
一
、
遠
洋

カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
業
を
営
み
、

こ
れ
か
ら
は
「
第
28
亀
洋
丸
」
と

「
第
88
亀
洋
丸
」
の
２
隻
に
新
造

船
「
第
18
亀
洋
丸
」
を
合
わ
せ
て

の
３
隻
体
制
と
な
る
。

　
新
造
船
は
静
岡
県
の
常
石
三
保

造
船
で
建
造
さ
れ
、
昨
年
の
10
月

に
竣
工
式
と
内
覧
会
が
行
わ
れ

た
。
乗
組
員
の
居
住
区
は
船
内
ネ

ッ
ト
環
境
も
充
実
し
、
漁
船
員
の

後
継
者
不
足
に
配
慮
し
た
内
容
。

　
ま
た
、
カ
ツ
オ
の
品
質
管
理

も
、
魚
に
与
え
る
ス
ト
レ
ス
を
最

小
限
に
抑
え
る
一
本
釣
り
漁
法

で
、
鮮
度
と
旨
味
を
保
ち
食
卓
へ

運
べ
る
た
め
、
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
。
《
気
仙
沼
支
部
＝
発
信
》

焼津港焼津港焼津港

新造船

　
２
０
２
６
年
２
月
15
日

中
央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
　
齋
藤　
洋

第
40
期
全
国
委
員
の
資
格
喪
失
告
示

　
一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
８
号
に
よ
り
、
全
国
委

員
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
９
３　
愛
媛
地
区
Ｄ
グ
ル
ー
プ

二
村　
金
蔵

第
40
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

　
規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、

第
40
期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

　
一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

　
《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

　
企
業
単
位　
０
９
３　
愛
媛
地
区
Ｄ
グ
ル
ー
プ

　
１
名

　
二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

　
立
候
補
届
出
期
間　
　
　
２
０
２
６
年
２
月
15
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
２
月
24
日
ま
で

　
候
補
者
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
２
月
25
日

　
投
票
期
間　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
２
月
25
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
３
月
24
日
ま
で

　
当
選
人
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
３
月
25
日
（
予
定
）

　
三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

　
（
１
）
企
業
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｂ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示

日
に
補
充
選
挙
を
行
う
企
業
単
位
に
所
属
す
る
完
全
資
格
組
合

員
と
す
る
。

　
四
、
立
候
補
の
届
け
出

　
立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定

め
る
様
式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提

出
す
る
こ
と
。

　
五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

以　
上

　
鹿
児
島
支
部
は
、
１
月
６
日
〜

２
月
16
日
ま
で
の
大
衆
討
議
期
間

中
、
現
場
組
合
員
と
意
見
交
換
を

行
い
、
共
通
理
解
を
深
め
て
い

る
。
令
和
８
年
度
労
働
協
約
改
定

要
求
案
に
対
す
る
、
各
部
門
の
主

な
意
見
・
要
望
は
次
の
通
り
。

内
航
部
門

▽
４
年
連
続
の
満
額
ベ
ア
を
勝
ち

取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
年
間
臨
時
手
当
の
上
乗
せ
を
お

願
い
し
た
い
。

▽
要
員
不
足
に
よ
る
長
期
乗
船
が

常
態
化
し
て
い
る
た
め
、
乗
船
期

間
の
超
過
に
応
じ
た
慰
労
金
の
新

設
は
賛
成
で
あ
る
。

▽
船
員
の
魅
力
回
復
の
た
め
、
ベ

ア
満
額
を
お
願
い
し
た
い
。

沿
海
部
門

▽
代
替
燃
料
船
手
当
の
対
象
は
、

全
員
に
付
け
て
ほ
し
い
。

▽
事
務
部
の
要
員
確
保
に
つ
い

て
、
会
社
へ
厳
し
く
求
め
て
ほ
し

い
。

▽
船
員
の
魅
力
回
復
や
物
価
上
昇

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
４
年
連

続
の
満
額
ベ
ア
を
勝
ち
取
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

▽
宿
泊
料
金
が
高
騰
し
て
い
る
た

め
、
現
行
の
宿
泊
料
の
ホ
テ
ル
を

探
す
の
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
実
費
負
担
は
お
願
い
し
た

い
。

▽
標
齢
給
を
も
っ
と
引
き
上
げ
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

▽
船
員
職
業
の
魅
力
向
上
の
た

め
、
満
額
回
答
を
勝
ち
取
っ
て
ほ

し
い
。

▽
物
価
上
昇
に
対
応
で
き
る
賃
金

の
底
上
げ
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。

▽
今
年
も
ベ
ア
を
満
額
勝
ち
取
れ

る
よ
う
交
渉
を
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

▽
船
の
老
朽
化
か
ら
、
整
備
作
業

が
増
え
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る

対
価
を
要
求
し
て
ほ
し
い
。

▽
粘
り
強
く
交
渉
を
行
い
、
４
年

連
続
の
満
額
回
答
を
勝
ち
取
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

▽
離
島
航
路
は
携
帯
電
話
の
不
感

地
帯
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
早

急
に
ス
タ
ー
リ
ン
ク
を
設
置
し
て

ほ
し
い
。

《
鹿
児
島
支
部
＝
発
信
》

徳神海運徳神海運徳神海運

フェリー波之上フェリー波之上フェリー波之上

琉球エキスプレス５琉球エキスプレス５琉球エキスプレス５

訂  正

前号の船員しんぶん（２月
５日号）の１面の写真説明
に誤りがありました。
黒川直行弁護士とありまし
たが、正しくは「黒田直行
弁護士」です。
お詫びし、訂正いたします。

鹿児島支部海員春闘海員春闘海員春闘 大衆討議大衆討議大衆討議

現場組合員の声を要求に！現場組合員の声を要求に！



（3）　　2026年（令和８年）２月15日 第 3109 号（第３種郵便物認可）

　
１
月
28
日
に
第
53
次
派
遣
海
賊

対
処
行
動
水
上
部
隊
護
衛
艦
「
ゆ

う
だ
ち
」
の
出
国
行
事
が
大
湊
地

区
総
監
部
（
青
森
県
む
つ
市
）
に

て
挙
行
さ
れ
、
来
賓
と
し
て
全
日

本
海
員
組
合
か
ら
は
齋
藤
洋
中
央

執
行
委
員
、
大
山
浩
邦
外
航
部

護衛艦 「ゆうだち」出国行事護衛艦 「ゆうだち」出国行事
第53次派遣海賊対処行動水上部隊第53次派遣海賊対処行動水上部隊第53次派遣海賊対処行動水上部隊第53次派遣海賊対処行動水上部隊第53次派遣海賊対処行動水上部隊第53次派遣海賊対処行動水上部隊

出港のようす出港のようす出港のようす

船員の安全を守る活動に感謝を伝える船員の安全を守る活動に感謝を伝える船員の安全を守る活動に感謝を伝える

漁船漁業技能実習生に漁船漁業技能実習生に
労働関係法令講習を実施労働関係法令講習を実施

鹿児島支部鹿児島支部鹿児島支部

　
１
月
７
日
、
宮
崎
県
日
南
市
の

日
南
市
漁
業
協
同
組
合
大
堂
津
支

所
と
南
郷
漁
業
協
同
組
合
に
お
い

て
、
外
国
人
漁
業
技
能
実
習
生
に

労
働
関
係
法
令
の
講
習
会
を
実
施

し
た
。
講
習
は
技
能
実
習
生
の
自

己
紹
介
に
始
ま
り
、
本
組
合
の
鹿

児
島
支
部
の
執
行
部
と
本
部
水
産

部
の
フ
ァ
イ
ザ
ル
職
員
が
、
全
日

本
海
員
組
合
の
活
動
に
つ
い
て
紹

介
し
た
後
、
▽
給
料
そ
の
他
の
報

酬
に
つ
い
て
▽
安
全
衛
生
に
つ
い

て
▽
漁
船
漁
業
技
能
実
習
生
に
関

わ
る
労
働
関
係
法
令
▽
災
害
補
償

に
つ
い
て
▽
船
内
秩
序
に
つ
い
て

―
な
ど
を
説
明
し
た
。

　
最
後
に
「
実
習
で
は
病
気
や
け

が
を
し
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
、

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激

励
し
、
困
っ
た
こ
と
や
相
談
が
あ

れ
ば
海
員
組
合
に
連
絡
す
る
よ
う

伝
え
た
。
《
鹿
児
島
支
部
＝
発
信
》

南郷漁業協同組合南郷漁業協同組合南郷漁業協同組合

日南市漁業協同組合日南市漁業協同組合日南市漁業協同組合

「
お
お
な
み
」
と
交
代
し
、
約
半

年
間
に
お
よ
ぶ
任
務
に
就
く
予
定

と
し
て
い
る
。

　
式
典
で
は
、
混
迷
す
る
国
際
情

勢
と
海
賊
行
為
の
増
加
傾
向
を
踏

ま
え
、
任
務
の
完
遂
、
無
事
の
帰

国
と
元
気
な
姿
で
再
会
す
る
こ
と

を
祈
念
す
る
旨
の
大
町
克
士
自
衛

艦
隊
司
令
官
の
訓
辞
を
伍
賀
祥
裕

護
衛
艦
隊
司
令
官
が
代
読
し
た
。

　
ま
た
、
彼
末
浩
明
海
上
保
安
監

か
ら
同
乗
す
る
海
上
保
安
部
隊
員

に
対
し
て
、
任
務
の
重
要
性
と
苦

労
を
推
し
量
っ
た
う
え
で
最
大
限

の
成
果
を
発
揮
す
る
よ
う
期
待
す

る
旨
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
て
、
こ

れ
か
ら
長
期
に
お
よ
ぶ
任
務
に
就

く
隊
員
た
ち
を
激
励
し
た
。

　
出
国
行
事
式
典
の
来
賓
紹
介
で

紹
介
さ
れ
た
齋
藤
中
央
執
行
委
員

は
、
出
港
す
る
海
上
自
衛
官
と
海

上
保
安
官
へ
、
洋
上
で
の
無
事
を

祈
念
す
る
と
と
も
に
日
本
商
船
隊

の
護
衛
任
務
に
対
す
る
感
謝
を
伝

え
た
。
式
典
終
了
後
に
護
衛
艦

「
ゆ
う
だ
ち
」
に
乗
組
員
一
同
が

乗
艦
し
、
大
湊
地
区
総
監
部
内
の

岸
壁
か
ら
出
港
す
る
護
衛
艦
「
ゆ

う
だ
ち
」
を
乗
員
の
ご
家
族
と
共

に
見
送
っ
た
。

長
、
外
航
の
職
場
委
員
代
表
と
し

て
Ｎ
Ｙ
Ｋ
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ
Ｏ
ｃ

ｅ
ａ
ｎ
株
式
会
社
の
牧
野
綜
太
職

場
委
員
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
オ
ー
シ
ャ

ン
株
式
会
社
の
廣
中
楽
大
職
場
委

員
が
出
席
し
、
船
員
の
安
全
を
守

る
活
動
へ
感
謝
を
伝
え
た
。

　
護
衛
艦
「
ゆ
う
だ
ち
」
に
は
堤

敏
雄
艦
長
を
は
じ
め
、
第
53
次
ソ

マ
リ
ア
周
辺
海
域
派
遣
捜
査
隊
を

編
成
す
る
久
木
田
修
身
隊
長
以

下
、
海
上
保
安
官
８
人
を
含
め
た

約
２
０
０
人
が
乗
り
組
み
、
現
在

活
動
中
の
第
52
次
隊
の
護
衛
艦



2026年（令和８年）２月15日　　（4）第 3109 号 （第３種郵便物認可）

村上市村上市村上市

の
中
川
貴
史
職
場
委
員
、
木
村
浩

明
職
場
委
員
、
組
合
政
治
参
与
の

渡
辺
和
光
県
議
会
議
員
、
上
杉
知

之
新
潟
県
議
会
議
員
に
同
行
し
て

い
た
だ
き
、
濵
口
信
彦
交
通
政
策

局
長
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
。

　
は
じ
め
に
浅
野
新
潟
支
部
長
か

ら
申
し
入
れ
文
書
を
手
交
し
、
地

域
課
題
と
し
て
佐
渡
航
路
に
お
け

る
船
舶
の
代
替
建
造
へ
の
支
援
、

離
島
振
興
法
に
基
づ
く
自
治
体

か
ら
支
援
措
置
の
拡
充
を
要
望
し

た
。
職
場
委
員
か
ら
は
船
員
の
確

保
に
向
け
た
積
極
的
な
対
応
、
将

来
的
に
代
替
建
造
を
検
討
す
べ
き

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
建
造
へ
の

支
援
を
求
め
た
。

新
潟
市
へ
の
申
し
入
れ

　
１
月
29
日
に
新
潟
市
へ
申
し
入

れ
を
行
い
、
佐
渡
汽
船
株
式
会
社

の
中
川
貴
史
職
場
委
員
、
木
村
浩

明
職
場
委
員
、
高
橋
聡
子
新
潟
市

議
会
議
員
、
小
柳
聡
新
潟
市
議
会

議
員
に
同
行
し
て
い
た
だ
き
、
井

崎
規
之
新
潟
市
副
市
長
に
ご
対
応

い
た
だ
い
た
。

　
は
じ
め
に
浅
野
新
潟
支
部
長
か

ら
申
し
入
れ
文
書
を
井
崎
副
市
長

に
手
交
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含

む
観
光
旅
客
の
利
用
促
進
、
新
潟

港
の
活
性
化
に
向
け
た
企
業
誘
致

や
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
の
推
進
な
ど

を
求
め
た
。

　
井
崎
副
市
長
か
ら
は
、
佐
渡

航
路
の
玄
関
口
と
し
て
約
８
割
が

新
潟
市
を
経
由
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
佐
渡
の
世
界
文
化
遺
産
登
録

を
契
機
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

含
め
た
観
光
誘
致
に
向
け
、
引
き

続
き
佐
渡
市
と
連
携
し
取
り
組
み

を
強
化
し
た
い
。
ま
た
、
航
路
維

持
に
向
け
て
は
事
業
内
容
な
ど
を

関
係
自
治
体
と
も
共
有
し
可
能
な

支
援
策
を
検
討
し
た
い
と
の
考
え

方
が
示
さ
れ
た
。《

新
潟
支
部
＝
発
信
》

村
上
市
へ
の
申
し
入
れ

　
１
月
14
日
に
村
上
市
へ
の
申
し

入
れ
を
行
い
、
粟
島
汽
船
株
式
会

社
の
天
井
和
也
船
長
、
本
保
越
洋

機
関
長
が
同
行
し
、
高
橋
邦
芳
村

上
市
長
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
。

　
は
じ
め
に
浅
野
忠
行
新
潟
支
部

長
か
ら
申
し
入
れ
文
書
を
高
橋
市

長
に
手
交
し
、
地
域
課
題
で
あ
る

粟
島
航
路
の
維
持
・
存
続
に
向
け

た
実
効
あ
る
支
援
措
置
と
小
学
生

を
体
験
乗
船
さ
せ
る
た
め
の
協
力

を
要
請
し
た
。

　
高
橋
市
長
か
ら
は
、
粟
島
航
路

は
島
民
の
重
要
な
交
通
イ
ン
フ
ラ

で
あ
り
、
フ
ェ
リ
ー
の
運
航
に
必

要
な
船
員
確
保
に
向
け
、
船
の
魅

力
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
検
討
し
た
い
と
の
考
え
方
が

示
さ
れ
た
。

新
潟
県
へ
の
申
し
入
れ

　
１
月
29
日
に
新
潟
県
に
申
し
入

れ
を
行
い
、
佐
渡
汽
船
株
式
会
社

新潟支部新潟支部新潟支部新潟支部新潟支部新潟支部各自治体へ各自治体へ
海運・船員の政策諸課題に海運・船員の政策諸課題に

関する申し入れ関する申し入れ

左から、本保越洋機関長（粟島汽船）、浅野忠行新潟支部長、高橋邦芳村上市長、左から、本保越洋機関長（粟島汽船）、浅野忠行新潟支部長、高橋邦芳村上市長、左から、本保越洋機関長（粟島汽船）、浅野忠行新潟支部長、高橋邦芳村上市長、
天井和也船長（粟島汽船）天井和也船長（粟島汽船）天井和也船長（粟島汽船）

左から木村浩明職場委員（佐渡汽船）、中川貴史職場委員（佐渡汽船）、浅野忠行新潟支部長、左から木村浩明職場委員（佐渡汽船）、中川貴史職場委員（佐渡汽船）、浅野忠行新潟支部長、左から木村浩明職場委員（佐渡汽船）、中川貴史職場委員（佐渡汽船）、浅野忠行新潟支部長、
井崎規之新潟市副市長、高橋聡子新潟市議会議員、小柳聡新潟市議会議員井崎規之新潟市副市長、高橋聡子新潟市議会議員、小柳聡新潟市議会議員井崎規之新潟市副市長、高橋聡子新潟市議会議員、小柳聡新潟市議会議員

新潟市新潟市新潟市

左から髙橋雅幸東北地方支部長、工藤均石巻市副市長左から髙橋雅幸東北地方支部長、工藤均石巻市副市長左から髙橋雅幸東北地方支部長、工藤均石巻市副市長

左から髙橋雅幸東北地方支部長、遠藤穏経済商工観光部雇用対策課雇用推進専門監　左から髙橋雅幸東北地方支部長、遠藤穏経済商工観光部雇用対策課雇用推進専門監　左から髙橋雅幸東北地方支部長、遠藤穏経済商工観光部雇用対策課雇用推進専門監　

左から須田善明女川町長、髙橋雅幸東北地方支部長左から須田善明女川町長、髙橋雅幸東北地方支部長左から須田善明女川町長、髙橋雅幸東北地方支部長

女川町女川町女川町

石巻市石巻市石巻市 各自治体へ各自治体へ
海運・船員の政策諸課題に海運・船員の政策諸課題に

関する申し入れ関する申し入れ

東北地方支部東北地方支部東北地方支部東北地方支部東北地方支部東北地方支部

　
東
北
地
方
支
部
は
、
１
月
26
日

に
女
川
町
、
30
日
に
石
巻
市
、
２

月
３
日
は
宮
城
県
へ
、
海
運
・
船

員
の
政
策
諸
課
題
に
関
す
る
申
し

入
れ
を
行
っ
た
。

女
川
町

　
女
川
町
へ
の
申
し
入
れ
で
は
、

須
田
善
明
女
川
町
長
に
ご
対
応
い

た
だ
き
、
髙
橋
雅
幸
東
北
地
方
支

部
長
が
申
し
入
れ
文
書
を
手
交

し
、
申
し
入
れ
内
容
を
詳
細
に
説

明
し
た
上
で
、
強
く
要
望
し
た
。

①
船
員
の
住
民
税
減
免
に
つ
い
て

②
海
に
親
し
む
活
動
に
つ
い
て

③
離
島
航
路
に
つ
い
て

　
須
田
女
川
町
長
か
ら
は
、
船
員

税
制
に
つ
い
て
、
船
員
の
重
要
性

は
認
識
し
て
い
る
が
、
他
産
業
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
の
で
、
周
辺

地
域
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
検

討
を
続
け
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

海
に
親
し
む
活
動
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
が
海
と
接
す
る
こ
と

の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
の

で
、
従
来
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え

つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
が
海
を
生
活

の
場
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

活
動
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。
離

島
航
路
に
つ
い
て
は
、
出
島
架
橋

の
開
通
に
伴
い
、
国
か
ら
の
補
助

は
下
が
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
る
も

の
の
、
女
川
町
と
し
て
住
民
の
利

便
性
を
低
下
さ
せ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た

め
に
は
運
航
す
る
船
員
が
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
し
っ

か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
―
と

の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

石
巻
市

　
石
巻
市
へ
の
申
し
入
れ
で
は
、

工
藤
均
石
巻
市
副
市
長
に
ご
対
応

い
た
だ
き
、
髙
橋
東
北
地
方
支
部

長
か
ら
申
し
入
れ
文
書
を
手
交
し
、

内
容
を
説
明
し
た
上
で
強
く
要
望

し
た
。

　
工
藤
副
市
長
か
ら
は
、
船
員
の

住
民
税
減
免
に
つ
い
て
は
、
船
員

職
業
の
特
殊
性
と
し
て
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
受
益
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
全
国
８

自
治
体
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
把
握
し
て
い
る
が
、
税

の
公
平
性
と
担
税
力
を
踏
ま
え
て

判
断
し
て
お
り
、
今
後
も
検
討
を

続
け
た
い
―
と
の
考
え
方
が
示
さ

れ
た
。

宮
城
県

　
宮
城
県
へ
の
申
し
入
れ
で
は
、

遠
藤
穏
経
済
商
工
観
光
部
雇
用
対

策
課
雇
用
推
進
専
門
監
に
ご
対
応

い
た
だ
き
、
髙
橋
東
北
地
方
支
部

長
か
ら
申
し
入
れ
文
書
を
手
交
し
、

内
容
を
説
明
し
た
上
で
強
く
要
望

し
た
。
宮
城
県
か
ら
は
、
船
員
税

制
の
住
民
税
減
免
に
つ
い
て
、
県

内
市
町
村
の
市
民
税
課
担
当
職
員

を
集
め
た
研
修
で
情
報
共
有
を
行

う
な
ど
し
た
い
―
と
の
考
え
方
が

示
さ
れ
た
。《
東
北
地
方
支
部
＝
発
信
》

宮城県宮城県宮城県


	1
	2
	3
	4

